
こ
の
度
、
ロ
バ
ー
ト
・
ク
リ
ッ
ヅ
ァ
氏
の
学
位
論
文
が
、
標
記
の
書
物

（
「
玲
伽
行
派
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
お
け
る
輪
廻
転
生
と
因
果
』
）
と
し
て
出
版

さ
れ
た
。
ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
大

学
院
で
ア
ビ
ダ
ル
マ
・
ジ
ャ
イ
ナ
教
研
究
の
権
威
と
し
て
知
ら
れ
る
ジ
ャ

ィ
ニ
（
勺
．
の
舌
目
）
教
授
の
下
に
仏
教
学
を
学
ん
だ
研
究
者
で
あ
り
、

一
九
八
五
年
以
降
日
本
に
在
住
。
一
九
九
五
年
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
よ
り
哲
学
博
士
（
勺
戸
口
）
の
学
位
を
取
得
し
、
現
在
京
都
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
女
子
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
。
本
書
の
表
題
か
ら
も
窺
え
る
よ

う
に
、
氏
の
本
来
の
研
究
分
野
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
な
唯
識
論
耆
舎
琉
伽

師
地
論
」
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
等
）
で
あ
る
が
、
近
年
は
「
経
量
部
」
の

問
題
を
め
ぐ
る
『
倶
舎
論
』
と
「
玲
伽
師
地
論
」
の
比
較
研
究
に
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
分
野
に
関
し
て
は
学
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究

者
の
一
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
九
九
年
に
ス
イ
ス
・
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で

開
か
れ
た
国
際
仏
教
学
会
で
は
自
ら
「
中
有
」
に
関
す
る
パ
ネ
ル
を
主
催

し
、
『
国
際
仏
教
学
会
紀
要
」
（
望
蝿
号
ミ
雷
ミ
ミ
罫
、
胃
ミ
言
昌
§
具

欝
吻
。
凰
昌
・
冨
呉
、
震
是
言
畠
冒
島
、
い
）
や
『
イ
ン
ド
哲
学
紀
要
』
（
§
ミ
冨
ミ

ミ
冒
忌
§
、
言
言
§
ご
）
と
い
っ
た
海
外
で
の
重
要
な
研
究
雑
誌
に
も
論

詞
①
巨
吋
号
四
口
』
〔
拭
巨
の
９
５
口
旨
吾
の
母
〔
祠
凶
○
圏
．
四

醇
璽
巨
旦
毒
閂
日
四

”
（
舌
の
昇
展
ロ
厨
の
氏

山

部

能

宜

文
を
発
表
す
る
な
ど
、
広
く
国
際
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

日
本
に
在
住
す
る
ア
メ
リ
カ
人
仏
教
学
者
と
し
て
、
氏
は
欧
米
の
研
究

成
果
の
み
な
ら
ず
日
本
人
研
究
者
に
よ
る
研
究
を
も
容
易
に
参
照
で
き
る

立
場
に
あ
り
、
こ
れ
は
氏
の
研
究
に
お
け
る
大
き
な
強
み
と
な
っ
て
い
る
。

国
際
化
の
進
む
今
日
の
仏
教
学
界
に
あ
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
洋
の
東
西
を

隔
て
る
壁
は
厚
く
、
日
本
と
欧
米
の
研
究
者
達
が
、
互
い
の
研
究
を
充
分

踏
ま
え
な
い
ま
ま
別
個
に
研
究
を
進
め
る
と
い
っ
た
状
況
も
、
未
だ
に
少

な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
な
か
に
あ
っ
て
、
日
本
の
最
新
の

研
究
状
況
を
踏
ま
え
て
自
ら
の
研
究
を
展
開
で
き
、
か
つ
そ
れ
ら
日
本
の

研
究
成
果
を
英
語
で
海
外
に
紹
介
で
き
る
氏
の
存
在
は
大
き
く
、
東
西
の

学
界
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
的
な
存
在
と
し
て
、
今
後
益
々
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
今
回
の
研
究
は
、
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
及
び
『
阿
毘
達
磨
雑
集

論
』
に
み
ら
れ
る
十
二
支
縁
起
説
（
い
わ
ゆ
る
「
二
世
一
重
」
の
因
果
）

を
、
『
玲
伽
師
地
論
』
や
『
十
地
経
』
な
ど
関
連
の
文
献
と
比
較
検
討
す

る
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
、
縁
起
説
を
構
成
す
る
諸
要
素
や
、
さ
ら
に
は

ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
が
縁
起
説
と
密
接
に
関
連
し
た
も
の
と
考
え
る
心
不
相
応

行
の
問
題
に
つ
き
、
『
倶
舎
論
』
中
の
「
経
量
部
」
説
と
「
職
伽
師
地
論
』

中
の
議
論
を
比
較
し
、
両
者
の
間
の
密
接
な
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
礁
伽
行
派
に
お
け
る
十
二
支
縁
起
説
の
優
れ
た
研
究

と
し
て
、
松
田
和
信
氏
に
よ
る
一
連
の
業
績
の
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と

で
あ
る
が
、
本
書
で
は
松
田
氏
の
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
最
近
の
研
究
状

況
を
も
ふ
ま
え
て
さ
ら
に
考
察
を
進
め
、
説
一
切
有
部
、
経
量
部
、
玲
伽

行
派
の
関
係
に
つ
き
新
た
な
知
見
を
も
た
ら
す
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
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伝
統
的
に
は
説
一
切
有
部
、
経
量
部
、
そ
し
て
唯
識
学
派
は
そ
れ
ぞ
れ

別
個
の
学
派
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
近
年
そ
の
枠
組
み

は
大
き
く
問
い
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ド
ミ
ェ
ヴ
ィ
ル
（
勺
四
昌

己
①
目
曾
筐
①
）
、
西
義
雄
等
の
諸
氏
の
研
究
に
よ
り
、
哲
学
的
な
学
派
と

し
て
の
唯
識
玲
伽
行
派
の
成
立
に
先
立
っ
て
、
有
部
内
に
琉
伽
師
と
呼
ば

れ
る
禅
定
実
践
者
の
伝
統
の
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
一

方
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
Ｐ
ｍ
昌
肝
異
の
呂
目
号
自
吻
の
ロ
）
氏
は
、
「
琉

伽
師
地
論
』
が
根
本
説
一
切
有
部
の
聖
典
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
を
論
証

し
、
さ
ら
に
榎
本
文
雄
氏
は
、
「
根
本
説
一
切
有
部
」
と
は
説
一
切
有
部

が
他
の
諸
部
派
の
根
本
で
あ
る
こ
と
を
標
傍
す
る
た
め
の
名
称
で
あ
っ
て
、

有
部
内
の
分
派
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

玲
伽
行
派
は
、
有
部
か
ら
判
然
と
区
別
さ
れ
る
一
つ
の
学
派
と
し
て
最
初

か
ら
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
広
い
意
味
で
の
有
部
の
枠
内

に
存
し
て
い
た
実
践
者
達
の
伝
統
が
、
徐
々
に
自
ら
の
見
解
を
体
系
化
・

理
論
化
し
て
い
く
な
か
で
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
の
で

あ
る
。
ま
た
、
経
量
部
が
独
自
の
三
蔵
を
有
す
る
学
派
と
し
て
存
在
し
て

い
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
と
い
う
疑
念
は
、
桜
部
建
氏
に
よ
っ
て
早
く
か

ら
提
起
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
、
『
倶
舎
論
』
中
に
「
経

量
部
」
説
も
し
く
は
「
先
軌
範
師
」
説
と
し
て
言
及
さ
れ
る
理
論
の
多
く

が
瑞
伽
行
派
の
文
献
、
特
に
「
玲
伽
論
』
に
ト
レ
ー
ス
で
き
る
と
い
う
事

実
が
、
向
井
亮
、
袴
谷
憲
昭
、
松
田
和
信
、
宮
下
晴
輝
と
い
っ
た
諸
氏
に

よ
り
注
目
さ
れ
て
い
た
（
こ
の
問
題
に
関
す
る
諸
研
究
は
、
原
田
和
宗

ヨ
唯
識
二
十
論
」
ノ
ー
ト
⑩
」
一
仏
教
文
化
」
九
、
一
九
九
九
、
一
二

頁
、
註
二
二
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
）
。
「
経
量
部
」
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、

上
記
以
外
に
も
多
く
の
重
要
な
研
究
成
果
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
の
で

あ
る
が
、
近
年
経
量
部
研
究
に
長
足
の
進
歩
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
加
藤

純
章
氏
の
労
作
『
経
量
部
の
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
八
九
）
で
あ
っ
た
。

現
存
資
料
に
お
い
て
「
経
量
部
」
の
名
は
『
倶
舎
論
」
以
前
の
文
献
に
は

確
認
で
き
な
い
こ
と
を
加
藤
氏
が
本
書
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
以
来
、

『
倶
舎
論
』
と
「
玲
伽
論
』
と
の
間
に
存
す
る
密
接
な
関
係
は
、
「
経
量

部
」
問
題
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
そ
の
重
要
性
を
一
段
と
増
し
て

き
て
い
る
。
ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
は
、
原
田
和
宗
氏
と
並
ん
で
、
近
年
こ
の
問

題
に
関
し
て
最
も
精
力
的
な
研
究
を
展
開
し
て
い
る
学
者
の
一
人
で
あ
り
、

今
回
の
研
究
は
、
そ
の
よ
う
な
文
脈
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
な

の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
書
の
構
成
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
（
本
書
の
目
次

は
か
な
り
複
雑
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
大
綱
の
み
を
提
示
す
る
）
。

前
書
Ｖ

一
、
序
論
１

二
、
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
と
『
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
に
お
け
る

縁
起
説
の
翻
訳
型

三
、
二
世
一
重
の
因
果
飾

山
、
個
々
の
支
分
の
機
能
兜

五
、
「
行
を
縁
と
す
る
識
」
に
関
す
る
世
親
と
「
阿
毘
達
磨
集

論
』
の
見
解
燗

六
、
縁
起
と
心
不
相
応
行
珊

文
献
目
録
”

索
引
畑
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「
前
書
」
に
お
い
て
は
、
本
書
の
意
図
と
構
造
が
説
明
さ
れ
る
。
著
者

に
よ
る
な
ら
ば
、
本
書
は
「
阿
毘
達
磨
集
論
」
（
以
下
『
集
論
」
）
と
「
阿

毘
達
磨
雑
集
論
』
（
以
下
『
雑
集
論
』
）
に
み
ら
れ
る
縁
起
説
を
中
心
と
し

た
琉
伽
行
派
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
研
究
で
あ
り
、
そ
れ
が
有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ

お
よ
び
他
の
玲
伽
行
派
テ
キ
ス
ト
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
か
を
示

そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
ま
た
、
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」

（
以
下
『
倶
舎
論
』
）
の
縁
起
に
関
係
し
た
部
分
に
お
け
る
「
経
量
部
説
」

が
、
基
本
的
に
『
玲
伽
師
地
論
」
（
以
下
「
職
伽
論
』
）
と
一
致
す
る
こ
と

を
示
す
証
拠
が
見
出
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
と
、
『
集
論
』
に
は
明
白
に
玲
伽
行
派
的
な
タ
ー
ム
は
あ

ま
り
現
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
集
論
」
に
お
け
る
縁
起
説
は
、
㈲
一
切

有
為
法
の
生
起
、
口
輪
廻
転
生
、
日
認
識
の
メ
カ
’
一
ズ
ム
の
三
つ
の
文
脈

に
お
い
て
、
ア
ー
ラ
ャ
識
説
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
種
子
説
を
前
提
と

し
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
『
集
論
』
に
み
ら
れ
る
玲
伽

行
派
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
を
有
部
の
そ
れ
と
比
較
し
よ
う
と
し
て
『
倶
舎
論
』

を
参
照
し
た
と
こ
ろ
、
著
者
は
そ
こ
で
「
経
量
部
」
の
も
の
と
さ
れ
る
説

が
琉
伽
行
派
の
教
理
と
非
常
に
近
い
と
い
う
印
象
を
徐
々
に
強
め
て
い
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
上
に
上
げ
た
、
Ｈ
一
切
有
為
法
の
生
起
、
口
輪
廻
転
生
、
日
認

識
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
三
つ
が
、
以
下
本
書
の
論
述
に
お
け
る
実
質
的
な
三

つ
の
柱
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
は
、
㈲
一
切
有
為
法
の
生

起
を
め
ぐ
る
文
脈
に
お
い
て
、
『
集
論
』
・
「
玲
伽
論
』
の
縁
起
説
の
記
述

と
、
同
じ
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
心
不
相
応
行
の
記
述
と
が
関
連
し
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
、
さ
ら
に
「
倶
舎
論
』
で
「
経
量
部
」
に
帰
せ
ら
れ
る
心

不
相
応
行
実
有
説
批
判
の
多
く
が
「
玲
伽
論
』
に
辿
れ
る
と
指
摘
す
る
。

ま
た
口
輪
廻
転
生
の
文
脈
で
は
、
「
倶
舎
論
』
に
お
け
る
世
親
の
自
説
は
、

有
部
の
三
世
両
重
因
果
今
言
①
の
‐
匡
里
目
里
冒
○
さ
匡
８
房
目
ｇ

吾
の
○
国
）
よ
り
『
集
論
』
の
二
世
一
重
因
果
（
冒
○
‐
崖
２
日
の
切
酋
邑
哩
の
‐

庁
匡
８
５
目
○
口
弓
①
○
Ｑ
）
に
は
る
か
に
近
い
と
い
う
。
日
さ
ら
に
、
認

識
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
文
脈
で
は
、
『
集
論
』
と
『
玲
伽
論
』
は
有
部
と
同

様
「
触
」
と
「
楽
受
」
の
実
有
を
容
認
す
る
が
、
世
親
も
ま
た
『
倶
舎

論
』
で
同
じ
立
場
を
と
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
有
部
説
へ
の
異
説
を
採

用
し
な
い
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
世
親
は
異
説
の
立
場
が
『
琉
伽
論
』
と
一

致
す
る
場
合
に
の
み
、
そ
れ
を
支
持
し
、
「
経
量
部
説
」
と
呼
ぶ
と
い
う

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
「
三
世
両
重
因
果
」
説
と
は
、
有
部
の
伝
統
的
な
縁
起
解
釈
で
、

過
去
世
に
お
け
る
無
明
と
行
を
因
と
し
て
、
現
在
世
の
識
、
名
色
、
六
処

（
以
上
胎
内
）
、
触
、
受
（
以
上
出
生
後
）
が
結
果
し
、
さ
ら
に
現
在
世

の
愛
、
取
、
有
を
因
と
し
て
未
来
世
に
お
け
る
生
、
老
死
が
結
果
す
る
と

い
う
よ
う
に
、
十
二
支
縁
起
を
三
世
に
わ
た
る
二
組
の
因
果
関
係
を
示
す

も
の
と
と
ら
え
る
解
釈
で
あ
る
。
一
方
、
「
二
世
一
重
因
果
」
説
は
、
テ

キ
ス
ト
に
よ
り
若
干
の
相
違
が
あ
る
が
、
『
集
論
』
『
雑
集
論
』
の
説
に
よ

る
な
ら
ば
、
無
明
、
行
、
識
を
「
能
引
支
」
（
画
意
の
冒
冨
侭
陣
）
と
し
て
、

「
所
引
支
」
（
凶
冨
冒
目
隠
）
た
る
名
色
、
六
処
、
触
、
受
の
種
子
が
増

長
し
、
さ
ら
に
「
能
生
支
」
（
号
言
己
冒
四
『
国
冨
侭
画
）
で
あ
る
愛
、
取
、

有
に
よ
っ
て
「
所
生
支
」
（
号
言
己
門
員
ご
呂
隠
）
た
る
生
、
老
死
が
現
起

す
る
と
い
う
よ
う
に
、
十
二
支
縁
起
説
を
二
世
に
わ
た
る
一
組
の
因
果
関

係
を
示
す
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
後
者
の
二
世
一
重
因
果
説
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は
、
玲
伽
行
派
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
の
展
開
を
追
う
こ
と
が

本
書
に
お
け
る
大
き
な
眼
目
の
一
つ
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
一
章
「
序
論
」
で
は
、
ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
が
こ
の
よ
う
な
「
二
世
一
重

因
果
」
説
を
初
め
て
明
言
す
る
テ
キ
ス
ト
と
考
え
る
「
集
論
』
の
位
置
に

つ
い
て
述
べ
、
次
い
で
『
集
論
』
の
著
者
と
伝
え
ら
れ
る
無
著
の
部
派
所

属
の
問
題
を
め
ぐ
る
諸
説
を
、
ウ
ェ
イ
マ
ン
（
と
の
×
乏
皇
日
昌
）
説
を

中
心
に
紹
介
・
検
討
す
る
。
化
地
部
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
大

乗
的
要
素
を
加
え
た
も
の
が
玲
伽
行
派
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
で
あ
る
と
す
る
ゥ

エ
イ
マ
ン
説
に
対
し
、
ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
は
、
大
乗
独
自
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
を

作
り
出
そ
う
と
す
る
の
が
『
集
論
』
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
次
い
で
同

じ
無
著
の
関
与
が
伝
え
ら
れ
る
「
玲
伽
論
』
の
成
立
問
題
を
め
ぐ
る
諸
説

が
検
討
さ
れ
、
異
質
な
要
素
か
ら
な
る
編
纂
物
だ
と
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ

ウ
ゼ
ン
説
へ
の
支
持
が
表
明
さ
れ
る
。
次
に
ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
は
、
『
集
論
』

の
縁
起
説
の
主
要
な
典
拠
と
し
て
『
輸
伽
論
』
「
有
尋
有
伺
等
三
地
」
と

『
十
地
経
』
「
第
六
地
」
の
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
最
後
に
、
『
倶
舎

論
』
に
「
経
量
部
説
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
も
の
の
多
く
が
『
玲
伽
論
』

に
ト
レ
ー
ス
で
き
る
と
い
う
事
実
を
ふ
ま
え
、
世
親
の
い
わ
ゆ
る
「
経
量

部
説
」
が
実
は
偽
装
さ
れ
た
職
伽
行
派
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
可
能
性
を
提
起
し
て
い
る
。

上
述
の
よ
う
な
最
近
の
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
る
と
き
、
玲
伽
師
の
伝
統

を
汲
む
人
々
が
、
自
ら
の
見
解
を
組
織
化
し
て
い
く
な
か
で
、
彼
ら
自
身

の
ア
ビ
ダ
ル
マ
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
結
果
が
一
集
論
」
（
お
よ
び
『
玲

伽
論
』
）
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
可
能
性
の
高
い
提
言
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
経
量
部
説
」
が
、
実
質
的
に
は
礁
伽
行
派
の
説
に

他
な
ら
な
い
と
い
う
の
も
、
現
在
の
研
究
状
況
の
な
か
で
重
要
な
指
摘
で

あ
り
、
今
後
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
で
あ

ろ
う
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
程
再
述
す
る
）
。

第
二
章
「
「
阿
毘
達
磨
集
論
』
と
『
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
に
お
け
る
縁

起
説
の
翻
訳
」
で
は
、
「
集
論
』
と
『
雑
集
論
』
に
お
け
る
縁
起
説
が
英

訳
さ
れ
、
詳
細
な
訳
註
が
付
さ
れ
て
い
る
。
「
有
尋
有
伺
等
三
地
」
と

一
十
地
経
』
に
対
応
箇
所
の
あ
る
部
分
で
は
、
そ
の
対
応
箇
所
の
英
訳
も

し
く
は
要
約
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

第
三
章
「
二
世
一
重
の
因
果
」
に
お
い
て
は
、
著
者
が
『
集
論
』
に
お

け
る
縁
起
説
の
先
駆
形
態
を
示
す
と
考
え
る
『
十
地
経
』
と
「
有
尋
有
伺

等
三
地
」
の
縁
起
説
が
検
討
さ
れ
る
。
『
十
地
経
』
に
お
け
る
縁
起
説
は

三
世
に
亘
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
愛
支
よ
り
有
支
ま
で
を
現
在
世
で
は
な

く
未
来
世
に
配
当
す
る
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
は
、
こ
の

よ
う
な
三
世
に
亘
る
縁
起
説
と
い
え
ど
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
過
去
世
と

現
在
世
と
の
関
係
を
二
組
組
み
合
わ
せ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、

『
十
地
経
論
』
で
は
三
世
を
二
世
へ
と
整
理
し
よ
う
と
す
る
方
向
が
み
ら

れ
る
と
い
う
。
一
方
、
「
有
尋
有
伺
等
三
地
」
に
お
け
る
縁
起
説
も
、
過

去
世
か
ら
現
在
世
、
さ
ら
に
現
在
世
か
ら
未
来
世
へ
の
転
生
を
説
く
三
世

に
亘
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
二
世
一
重
因
果
説
」
に
特
徴
的

な
「
牽
引
因
」
（
倒
厨
名
呂
の
日
）
と
「
生
起
因
」
（
号
言
己
目
く
昌
昏
の
目
）

な
る
用
語
が
現
れ
、
ま
た
種
子
説
に
基
づ
く
縁
起
説
を
説
い
て
お
り
、

「
集
論
』
の
縁
起
説
の
先
駆
形
態
と
な
っ
て
い
る
と
氏
は
指
摘
す
る
。
こ

の
よ
う
な
『
十
地
経
』
や
一
環
伽
論
』
の
所
説
を
組
織
化
し
て
、
種
子

説
・
ア
ー
ラ
ャ
識
説
と
整
合
的
な
ア
ビ
ダ
ル
マ
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
の
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が
『
集
論
」
で
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
著
者
自
身
も
指
摘
す
る
よ
う
に
（
八
二
頁
、
註
一
九
五
）
、
「
有

尋
有
伺
等
三
地
」
の
縁
起
説
は
、
『
玲
伽
論
』
「
摂
事
分
」
に
並
行
箇
所
を

持
っ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
が
『
職
伽
論
』
内
部

に
お
け
る
縁
起
説
の
発
展
過
程
の
解
明
と
い
う
点
か
ら
は
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
お
り
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
四
章
「
個
々
の
支
分
の
機
能
」
で
は
、
『
集
論
』
に
説
か
れ
る
各
支

の
機
能
が
関
連
の
諸
文
献
と
詳
細
に
比
較
検
討
さ
れ
、
特
に
『
十
地
経
』

と
『
集
論
』
の
縁
起
説
の
持
つ
構
造
的
類
似
性
が
強
調
さ
れ
る
。
ま
た
、

『
集
論
』
の
縁
起
説
の
表
面
に
種
子
説
は
現
れ
な
い
も
の
の
、
内
容
上
は

『
玲
伽
論
』
の
縁
起
説
と
同
様
種
子
説
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
が
考
察

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
触
」
な
ら
び
に
「
受
」
の
理
解
を
め
ぐ
る
有
部
と

譽
嚥
者
の
論
争
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
世
親

が
譽
啼
者
説
を
拒
絶
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
『
琉
伽
論
」

の
立
場
が
有
部
説
と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
「
愛
」
に

関
連
し
て
は
、
『
菩
薩
地
』
の
「
十
因
」
の
リ
ス
ト
に
現
れ
る
「
牽
引
因
」

と
「
生
起
因
」
（
「
愛
」
は
生
起
因
で
あ
る
と
さ
れ
る
）
が
、
縁
起
説
に
由

来
す
る
も
の
と
し
て
考
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
著
者
は
同
じ
「
牽
引
」
と

「
生
起
」
の
語
が
『
倶
舎
論
』
に
も
現
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
世
親
が
こ

こ
で
も
琉
伽
行
派
の
説
を
唱
道
し
て
い
る
も
の
と
見
な
す
の
で
あ
る
。

第
五
章
「
「
行
を
縁
と
す
る
識
」
に
関
す
る
世
親
と
『
阿
毘
達
磨
集
論
」

の
見
解
」
に
お
い
て
は
、
十
二
支
縁
起
説
に
つ
い
て
の
経
典
の
所
述
の
中

に
現
れ
る
「
行
を
縁
と
す
る
識
」
を
結
生
識
（
著
者
に
よ
れ
ば
、
結
生
時

の
五
穂
と
実
質
的
に
同
義
）
と
す
る
有
部
の
見
解
、
『
縁
起
経
』
を
承
け

て
六
識
身
と
解
釈
す
る
『
倶
舎
論
』
中
の
「
経
量
部
」
の
見
解
、
ア
ー
ラ

ャ
識
と
解
釈
す
る
玲
伽
行
派
・
「
成
業
論
』
・
『
縁
起
経
釈
」
の
見
解
が
検

討
さ
れ
る
。
著
者
に
よ
る
な
ら
ば
、
世
親
は
『
倶
舎
論
』
に
お
い
て
、
有

部
ア
ビ
ダ
ル
マ
を
よ
り
玲
伽
行
派
の
教
理
と
整
合
す
る
よ
う
に
改
変
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
世
親
は
『
倶
舎
論
』
執
筆
段
階
で
既
に
玲
伽

行
派
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
章
は
、
『
国
際
仏
教
学
会
紀
要
』
一
六
㈲
、
一
九
九
三
に

「
「
行
を
縁
と
す
る
識
」
に
関
す
る
世
親
の
見
解
」
（
く
い
呂
冨
且
冒
○
口

旨
営
器
匂
息
圖
廼
亀
ミ
己
曽
§
薗
営
）
の
標
題
の
も
と
に
発
表
さ
れ
た
論
文

を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
梗
概
は
、
既
に
『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
四
一
Ｈ
、
一
九
九
二
に
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
梗
概

に
お
い
て
、
『
倶
舎
論
』
執
筆
段
階
で
世
親
が
既
に
琉
伽
行
派
の
立
場
に

立
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
通
し
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
原
田
和
宗
「
〈
経
量
部
の
「
単
層
の
」
識
の
流
れ
〉
と
い

う
概
念
へ
の
疑
問
⑪
」
「
イ
ン
ド
学
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
』
一
、
一
九
九
六

に
お
け
る
同
様
の
提
言
に
先
立
つ
も
の
で
あ
り
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

『
イ
ン
ド
学
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
』
三
、
一
九
九
八
に
掲
載
さ
れ
た
続
稿
九

三
頁
、
註
四
に
お
い
て
原
田
氏
自
身
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
、
研
究

史
上
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
二
○
一
頁
、
註
五
二
三
に
お
い
て
、
著
者
は
、
世
親
の

『
縁
起
経
釈
」
が
「
分
別
縁
起
初
勝
法
門
経
』
（
大
正
七
一
七
番
）
に
対

す
る
註
釈
だ
と
述
べ
て
い
る
が
、
松
田
和
信
「
「
分
別
縁
起
初
勝
法
門
経

（
』
弓
邑
」
ｌ
経
量
部
世
親
の
縁
起
説
ｌ
」
『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」

三
六
、
一
九
八
二
に
よ
れ
ば
、
「
縁
起
経
釈
』
は
、
『
分
別
縁
起
初
勝
法
門

ハ ヘ
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経
』
を
参
照
し
つ
つ
『
縁
起
経
』
（
大
正
九
九
［
二
九
八
］
番
、
一
二
四
番
）

を
註
釈
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
て
、
「
分
別
縁
起
初
勝
法
門
経
」
そ
の
も

の
の
註
釈
書
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
訂
正
を
要
す
る
。

第
六
章
「
縁
起
と
心
不
相
応
行
」
で
は
、
ま
ず
十
四
項
目
か
ら
な
る
有

部
二
阿
毘
曇
心
論
』
「
倶
舎
論
』
等
）
の
心
不
相
応
行
リ
ス
ト
と
、
二
十

四
項
目
か
ら
な
る
職
伽
行
派
（
「
摂
決
択
分
」
）
の
そ
れ
を
比
較
検
討
し
、

「
摂
決
択
分
」
に
お
け
る
心
不
相
応
行
の
リ
ス
ト
は
、
「
阿
毘
曇
心
論
』

と
『
入
阿
毘
達
磨
論
』
の
間
の
時
期
に
有
部
の
伝
承
か
ら
別
れ
た
も
の
と

推
考
す
る
。
次
い
で
、
有
部
の
十
四
項
目
に
は
含
ま
れ
な
い
も
の
の
、
ヤ

シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
と
サ
ン
ガ
バ
ド
ラ
が
心
不
相
応
行
と
し
て
挙
げ
る
「
不
和

合
」
（
Ⅱ
破
僧
）
が
玲
伽
行
派
の
リ
ス
ト
に
も
現
れ
る
こ
と
に
注
目
し
て
、

そ
の
相
互
関
係
を
考
察
す
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
明
確
な
結
論
に
は

達
し
難
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、
玲
伽
行
派
の
テ
キ
ス
ト
に
見
ら
れ
る
心
不

相
応
行
が
、
有
部
と
職
伽
行
派
に
共
通
の
も
の
と
、
瞼
伽
行
派
の
リ
ス
ト

に
固
有
の
も
の
に
分
け
て
検
討
さ
れ
る
。
前
者
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、

「
倶
舎
論
』
に
お
け
る
心
不
相
応
行
実
有
説
批
判
が
、
「
摂
決
択
分
」
に

お
け
る
そ
れ
と
比
較
さ
れ
、
そ
こ
に
多
く
の
類
似
性
の
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
。
世
親
は
、
譽
嶮
者
系
の
心
不
相
応
行
実
有
説
批
判
（
『
婆
沙
論
』

の
譽
嶮
者
、
ハ
リ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
の
「
成
実
論
』
、
『
順
正
理
論
』
に
言
及
さ

れ
る
シ
ュ
リ
ー
ラ
ー
タ
）
に
も
多
く
を
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

問
題
に
関
し
て
は
髻
啼
者
と
埼
伽
行
派
の
立
場
が
基
本
的
に
一
致
し
て
い

る
た
め
、
世
親
は
任
意
に
双
方
の
主
張
を
参
照
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

後
者
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
玲
伽
行
派
の
諸
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
そ

れ
ら
心
不
相
応
行
の
定
義
が
、
「
摂
決
択
分
」
に
お
け
る
も
の
を
中
心
と

し
て
検
討
さ
れ
、
玲
伽
行
派
が
心
不
相
応
行
を
す
べ
て
仮
有
と
す
る
一
方

で
、
ど
う
し
て
リ
ス
ト
に
新
し
い
項
目
が
追
加
さ
れ
て
い
る
の
か
が
考
察

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
特
に
前
者
の
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
『
倶
舎

論
』
と
「
摂
決
択
分
」
と
の
間
の
密
接
な
関
係
は
、
従
来
学
界
で
充
分
に

は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
例
え
ば
近
年
コ
ッ
ク
ス

Ｓ
呂
昌
○
○
×
）
氏
に
よ
り
著
さ
れ
た
「
順
正
理
論
』
の
、
心
不
相
応
行

論
を
め
ぐ
る
大
作
「
論
争
の
的
と
な
っ
た
諸
法
ｌ
存
在
を
め
ぐ
る
初
期

仏
教
理
論
ｌ
』
Ｓ
§
ミ
ミ
ロ
言
ミ
§
周
ミ
唇
、
鼠
曽
怠
恩
き
§
：
暮

回
邑
鳥
員
、
〕
目
民
営
○
即
日
冨
冒
扇
昌
臼
５
口
巴
冒
の
昌
昌
の
き
計
、
巨
旦
澤
買

陣
屋
島
の
“
〕
ら
韻
）
に
お
い
て
も
斎
伽
師
地
論
』
は
殆
ど
参
照
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
き
、
ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
の
こ
こ
で
の

指
摘
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

以
上
極
め
て
不
十
分
な
要
約
で
は
あ
る
が
、
ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
の
所
論
を

概
観
し
て
き
た
。
上
記
の
概
要
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
思
想
的
・
解
釈

的
な
研
究
に
主
眼
を
お
く
研
究
者
の
多
い
ア
メ
リ
カ
の
仏
教
学
者
の
中
に

あ
っ
て
、
ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
は
文
献
学
的
研
究
を
本
領
と
す
る
研
究
者
で
あ

る
。
そ
の
研
究
態
度
は
細
心
か
つ
入
念
で
あ
り
、
そ
の
所
論
は
極
め
て
詳

細
で
あ
る
。
ま
た
本
書
に
は
、
そ
の
よ
う
な
細
心
の
観
察
に
裏
打
ち
さ
れ

た
幾
つ
か
の
重
要
な
提
言
が
含
ま
れ
て
お
り
、
今
後
斯
分
野
の
研
究
者
に

と
っ
て
必
読
の
文
献
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
成
果

が
公
刊
さ
れ
た
こ
と
を
、
学
界
の
た
め
に
慶
び
た
い
と
思
う
。

た
だ
、
本
書
の
持
つ
詳
細
さ
が
、
多
く
の
有
益
な
情
報
を
含
む
と
い
う

点
に
お
い
て
研
究
者
を
碑
益
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
疑
問
の
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
詳
細
さ
が
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同
時
に
本
書
に
一
定
の
制
約
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
否
定
し

難
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、
本
書
を
通
読
す
る
と
き
、

個
々
の
論
点
を
め
ぐ
る
複
雑
な
議
論
に
目
を
奪
わ
れ
て
、
全
体
像
が
な
か

な
か
見
え
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
著
者
は
「
前
書
」
に
お
い
て
、
本
研
究

の
全
体
像
に
つ
い
て
ご
く
簡
潔
に
一
定
の
見
通
し
を
示
し
て
は
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
書
の
各
章
の
構
成
は
必
ず
し
も
そ
の
見
通
し
に
即
し
た

も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
各
章
の
冒
頭
に
短
い
導
入
部
は
勿
論
付

せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
全
体
的
な
議
論
の
流
れ
を
明

ら
か
に
す
る
に
は
十
分
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
議
論
の
全
体
的
構
造
は
、

先
行
学
説
の
紹
介
な
ど
と
並
ん
で
、
「
序
論
」
の
中
で
よ
り
詳
し
く
論
じ

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ

う
な
全
体
像
の
提
示
が
な
い
た
め
に
、
読
者
に
は
い
ま
自
分
の
読
ん
で
い

る
部
分
が
、
ど
の
よ
う
な
必
然
性
を
持
っ
て
そ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
、

全
体
の
議
論
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
が
、
容
易
に

は
把
握
し
難
い
の
で
あ
る
。
細
部
に
亘
る
詳
細
な
議
論
は
、
大
き
な
文
脈

の
な
か
に
適
切
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
は
じ
め
て
有
意
義
な
も
の
と
な
る
。

そ
の
よ
う
な
「
文
脈
づ
け
」
の
側
面
が
本
書
に
お
い
て
い
さ
さ
か
弱
い
こ

と
を
、
私
は
著
者
の
た
め
に
惜
し
む
も
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
こ
れ
は
単
な
る
説
明
不
足
な
の
で
は
な
く
て
、
本
書
の
構

成
そ
の
も
の
に
も
う
少
し
工
夫
の
余
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
知

れ
な
い
。
序
論
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
世
親
の
い
わ
ゆ
る
「
経
量
部

説
」
は
、
実
は
偽
装
さ
れ
た
玲
伽
行
派
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
」
（
二
○
頁
）
と
い
う
提
言
は
、
極
め
て
刺
激
的
か
つ
重
要
な
問
題

提
起
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
論
述
は
、
必
ず
し
も
こ
の
仮
説

を
論
証
す
る
と
い
う
一
貫
し
た
意
図
の
下
に
構
築
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
く
、
む
し
ろ
「
前
書
」
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
著
者
の
研
究
の
展

開
過
程
に
沿
っ
て
各
章
は
並
べ
ら
れ
、
そ
こ
に
著
者
の
見
出
し
た
デ
ー
タ

が
列
挙
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
研
究
の
進
展
に
従
っ
て
研

究
方
向
が
微
妙
に
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
は
、
特
に
学
位
論
文
研
究
の
よ
う

な
長
期
に
亘
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場
合
自
然
な
こ
と
で
、
そ
の
課
程
で
多

く
の
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
結
果
を
書
物
の
形
で
壮
に
問
う
場
合
、
そ
れ
を
も
う
一
度
論
理
的
な

形
に
再
構
築
し
、
最
終
的
に
著
者
が
立
証
し
よ
う
と
す
る
テ
ー
ゼ
に
直
接

関
わ
ら
な
い
部
分
は
大
胆
に
切
り
捨
て
る
だ
け
の
決
断
も
要
求
さ
れ
て
く

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

具
体
的
に
言
う
な
ら
ば
、
も
し
「
経
量
部
説
」
を
手
が
か
り
と
し
た

「
倶
舎
論
』
と
「
玲
伽
論
』
と
の
密
接
な
関
係
を
論
証
す
る
こ
と
が
現
段

階
の
研
究
状
況
に
お
い
て
最
も
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
著
者
が
判
断
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
か
り
に
著
者
が
研
究
の
出
発
点
と
し
た
の
が
『
集
論
』
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
玲
伽
論
」
を
議
論
の
中
心
と
す
る
よ
う
に
全
体
の

構
成
を
組
み
直
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
お

い
て
第
一
義
的
に
重
要
な
の
が
『
集
論
』
よ
り
も
『
礁
伽
論
』
で
あ
る
の

は
論
を
俟
た
な
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
仮
説
に
直
接

関
わ
ら
な
い
議
論
は
、
仮
に
縁
起
説
の
文
脈
上
は
重
要
な
も
の
で
あ
っ
て

も
、
今
回
は
割
愛
し
て
次
稿
を
期
す
る
べ
き
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
本
筋
と

直
接
関
係
し
な
い
議
論
は
、
性
々
に
し
て
本
筋
を
覆
い
隠
し
、
そ
の
流
れ

を
見
え
難
く
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
、
『
集
論
』
に
典
型
的
な
形

の
見
ら
れ
る
「
二
世
一
重
因
果
説
」
の
発
展
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
が
ま
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ず
な
す
べ
き
重
要
な
課
題
だ
と
著
者
が
判
断
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
声
聞

地
』
に
端
を
発
す
る
で
あ
ろ
う
「
二
世
一
重
因
果
説
」
の
諸
記
述
を
比
較

検
討
す
る
こ
と
に
集
中
し
、
「
経
量
部
」
問
題
へ
の
言
及
は
、
縁
起
説
に

直
接
関
わ
る
部
分
に
限
定
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
特

に
第
六
章
に
お
け
る
心
不
相
応
行
の
検
討
は
、
「
経
量
部
」
論
の
文
脈
に

お
い
て
重
要
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
全
て
が
縁
起
説
の
文
脈

に
直
接
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
）
。
著
者
が
本
書
に
お
い
て
提
示
す
る

個
々
の
知
見
に
は
、
極
め
て
重
要
な
も
の
を
多
く
含
む
だ
け
に
、
全
体
的

構
成
の
未
整
理
が
い
さ
さ
か
残
念
で
あ
る
。

ま
た
、
さ
ら
に
構
成
面
に
つ
い
て
も
う
一
言
す
る
な
ら
ば
、
上
引
の
目

次
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
に
は
全
体
を
締
め
く
く
る
「
結
論
」

が
な
い
。
弓
倶
舎
論
』
に
言
及
さ
れ
る
経
量
部
説
の
全
て
が
『
玲
伽
論
』

及
び
「
集
論
」
と
比
較
さ
れ
る
ま
で
は
何
も
結
論
的
な
こ
と
は
言
え
な

ど
（
二
○
頁
）
と
す
る
著
者
の
慎
重
な
態
度
は
、
勿
論
き
わ
め
て
良
心

的
な
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
だ
け
で
二
八
一
頁
か
ら
な
る
大
部

の
書
物
に
結
論
が
な
い
と
い
う
の
は
、
か
な
り
異
例
の
こ
と
だ
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
「
経
量
部
」
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、

ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
現
段
階
で
責
任
あ
る
最
終
結
論
を

提
示
し
難
い
と
い
う
の
は
著
者
の
言
う
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

れ
に
し
て
も
、
現
段
階
で
の
暫
定
的
な
結
論
な
い
し
見
通
し
を
提
示
し
、

本
書
の
研
究
に
お
い
て
ど
れ
だ
け
の
こ
と
が
解
明
さ
れ
、
な
お
ど
れ
だ
け

の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
か
を
示
す
こ
と
は
、
読
者
に
対
す
る
著
者
の

責
務
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
著
者
に
は
、
跨
膳
う
こ
と
な
く
、
是
非

現
段
階
で
の
成
果
を
総
括
し
て
頂
き
た
か
っ
た
と
思
う
。

次
に
、
内
容
面
に
つ
い
て
一
言
コ
メ
ン
ト
し
た
い
。
「
集
論
』
に
お
け

る
「
二
世
一
重
因
果
」
説
そ
の
も
の
の
理
解
に
つ
い
て
、
私
は
著
者
と
い

さ
さ
か
理
解
を
異
に
す
る
点
が
あ
る
。
著
者
は
、
能
引
支
（
無
明
、
行
、

識
）
と
能
生
支
（
愛
、
取
、
有
）
が
一
つ
の
生
に
属
し
、
所
引
支
（
名
色
、

六
処
、
触
、
受
）
と
所
生
支
（
生
、
老
死
）
が
次
の
生
に
属
す
る
も
の
と

解
釈
す
る
（
七
一
頁
）
。
こ
こ
で
、
所
生
支
が
来
世
に
属
す
る
こ
と
に
議

論
の
余
地
は
な
い
が
、
所
引
支
を
来
世
に
配
当
す
る
こ
と
に
は
か
な
り
疑

問
の
余
地
が
あ
る
。
も
と
よ
り
、
名
色
よ
り
受
ま
で
が
、
現
行
と
し
て
は

来
世
に
属
す
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
著
者
自

身
も
明
言
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
名
色
か
ら
受
ま
で
の
諸
支
が
種
子
を
指

す
こ
と
は
恐
ら
く
確
実
で
あ
ろ
う
し
（
九
一
頁
）
、
そ
う
だ
と
し
た
な
ら

ば
、
現
世
の
行
為
に
よ
っ
て
「
牽
引
」
さ
れ
る
種
子
が
来
世
に
属
す
る
と

解
す
る
（
九
二
頁
）
の
は
相
当
困
難
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
雑
集

論
」
（
二
七
頁
所
引
）
が
、
能
引
支
と
所
引
支
と
を
「
因
の
時
」

夢
①
白
訂
匿
）
に
配
当
し
、
能
生
支
と
所
生
支
と
を
「
果
の
時
」

（
吾
巴
四
訂
医
）
に
配
当
す
る
こ
と
も
考
慮
さ
る
べ
き
で
あ
る
（
ち
な
み

に
、
『
十
地
経
』
［
七
四
頁
所
引
］
が
、
愛
よ
り
老
死
ま
で
を
「
未
来
世
」

に
配
当
す
る
の
は
、
こ
こ
で
「
果
の
時
」
と
い
う
の
と
同
じ
意
味
な
の
で

あ
ろ
う
。
こ
う
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
の
本
書
七
七
頁

に
お
け
る
当
惑
は
解
消
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
）
。
現
世
の
行
為

に
よ
っ
て
、
来
世
の
運
命
を
決
定
づ
け
る
種
子
が
現
世
の
自
己
存
在
の
中

に
植
え
付
け
ら
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
種
子
が
さ
ら
に
欲
望
の
水
に
潤
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
来
世
の
生
が
結
果
す
る
と
い
う
の
が
「
二
世
一
重
」

説
の
大
綱
で
あ
る
と
私
は
理
解
す
る
。
少
な
く
と
も
、
ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
自

bt



身
が
引
用
す
る
「
成
唯
識
論
述
記
』
の
一
節
（
八
一
頁
、
註
一
九
四
［
大

正
四
三
・
五
二
八
Ｃ
］
）
は
、
十
支
（
所
引
支
を
含
む
無
明
よ
り
有
ま
で
）

が
同
一
世
に
属
し
、
二
支
（
生
・
老
死
）
が
次
の
世
に
属
す
る
こ
と
を
明

言
し
て
い
る
（
順
次
生
受
業
の
場
合
）
。
こ
の
理
解
は
、
所
引
支
を
来
世

に
配
当
す
る
氏
の
理
解
と
は
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
が
、
氏
は
こ
の
食
い
違

い
を
意
識
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
も
と
よ
り
『
成
唯
識
論
』
に
基
づ

く
法
相
宗
の
伝
統
的
解
釈
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
先
行
す
る
唯
識
論
害
の

真
意
を
伝
え
て
い
な
い
と
い
う
可
能
性
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
が
、
し
か
し
伝
統
説
と
一
致
し
な
い
理
解
を
提
示
す
る
場
合
、
主

張
者
に
は
そ
の
理
解
の
正
当
性
を
論
証
す
る
責
任
が
負
わ
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
本
書
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
論
証
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

私
と
し
て
は
、
こ
の
件
に
関
す
る
限
り
現
段
階
で
伝
統
的
理
解
を
改
め
る

必
要
性
を
感
じ
な
い
。

ま
た
、
「
二
世
一
重
」
説
の
背
景
を
め
ぐ
っ
て
も
、
ま
だ
か
な
り
検
討

の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
は
「
二
世
一

重
」
説
の
ソ
ー
ス
と
し
て
の
「
十
地
経
』
の
役
割
を
重
視
す
る
（
一
五
九

’
一
六
一
頁
）
が
、
輪
廻
に
お
け
る
再
生
が
起
こ
る
た
め
に
は
業
と
煩
悩

の
双
方
が
必
要
で
あ
っ
て
、
業
と
愛
を
そ
れ
ぞ
れ
種
子
と
水
に
譽
え
、
業

の
種
子
が
愛
の
水
に
潤
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
異
熟
果
の
芽
が
生

じ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
ク
リ
ッ
ヅ
ァ
氏
の
指
摘
す
る
（
一
五
九
’
一

六
○
頁
、
註
四
一
三
）
『
相
応
部
』
と
『
十
地
経
」
の
他
に
、
『
阿
毘
達
磨

大
毘
婆
沙
論
』
（
大
正
二
七
・
九
八
ｂ
ｌ
Ｃ
）
や
「
成
実
論
』
（
大
正
三

二
・
三
三
四
ａ
）
に
も
見
出
さ
れ
、
か
な
り
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
十
二
支
縁
起
説
を
、
業
に
よ
っ
て
種
子
が
置
か
れ

愈
爾
の
肩
）
、
そ
れ
が
「
愛
」
に
よ
っ
て
「
生
」
へ
と
導
か
れ
て
い
く

（
号
言
巳
『
昌
昌
）
と
い
う
二
重
構
造
で
捉
え
る
「
二
世
一
重
」
の
縁
起

説
の
背
景
に
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い

で
あ
ろ
う
し
、
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
「
二
世
一
重
」
の
縁
起
説
が
ど
の

系
統
の
思
想
に
由
来
す
る
の
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
氏
は
こ
の
問
題
を
「
愛
」
を
検
討
す
る
際
に
論
じ
て
い
る

が
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
二
世
一
重
」
因
果
説
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
で

あ
り
、
恐
ら
く
は
よ
り
総
論
的
な
部
分
の
中
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
理
論
の

持
つ
全
体
的
構
造
が
よ
り
見
え
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

以
上
、
幾
つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
こ
れ
は
決
し
て
本
書

の
水
準
が
低
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
『
倶
舎
論
」

中
に
「
経
量
部
」
（
あ
る
い
は
「
先
軌
範
師
」
）
の
説
と
し
て
言
及
さ
れ
る

も
の
の
多
く
が
『
玲
伽
論
』
に
ト
レ
ー
ス
可
能
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
基

づ
き
、
「
倶
舎
論
』
執
筆
段
階
で
の
世
親
と
礁
伽
行
派
と
の
密
接
な
関
係

を
解
明
す
る
こ
と
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
今
日
の
仏
教
研
究
に
お
け

る
最
先
端
の
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
本
書
に
お
い
て
提
示
さ
れ
て
い
る

詳
細
な
文
献
比
較
が
、
そ
の
研
究
の
推
進
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も

の
が
あ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
知
見
に

立
脚
し
た
、
『
倶
舎
論
』
執
筆
当
時
に
お
い
て
世
親
は
既
に
琉
伽
行
派
の

立
場
に
立
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
言
は
非
常
に
興
味
深
い
も

の
で
あ
り
、
今
後
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
く
こ

と
で
あ
ろ
う
。

ハ 庁
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こ
の
よ
う
な
世
親
と
『
琉
伽
論
』
の
関
わ
り
と
い
う
視
点
か
ら
「
経
量

部
」
研
究
を
進
め
て
い
く
場
合
、
大
き
な
問
題
と
な
る
の
は
、
世
親
の
側

に
も
『
職
伽
論
」
の
側
に
も
、
（
恐
ら
く
は
経
時
的
な
）
所
論
の
変
遷
が

見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
倶
舎
論
』
中
で
通
例
「
経
量
部
説
」

と
見
な
さ
れ
て
い
る
事
例
（
原
田
和
宗
日
侭
愚
隠
の

爵
吻
国
く
鳥
目
胃
自
画
陣
諄
昌
ｌ
和
訳
と
の
宮
還
元
訳
の
試
み

ｌ
」
『
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報
』
六
、
一
九
九
三
、
一
○
七
’

二
○
頁
参
照
）
に
つ
い
て
み
る
限
り
、
「
経
量
部
」
的
学
説
は
『
玲
伽

論
』
の
全
般
に
亘
っ
て
現
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
大
部
分
が
「
本
地

分
」
中
の
「
有
尋
有
伺
等
三
地
」
な
ら
び
に
「
摂
決
択
分
」
中
の
「
五
識

身
相
応
地
意
地
」
に
集
中
し
て
現
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
し
か
も
、
「
摂
決

択
分
」
中
「
五
識
身
相
応
地
意
地
」
に
関
し
て
は
、
ア
ー
ラ
ャ
識
説
を
前

提
と
し
な
い
部
分
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
（
「
本
地
分
」
中
「
有
尋
有

伺
等
三
地
」
に
は
、
ア
ー
ラ
ャ
識
説
そ
の
も
の
が
殆
ど
現
れ
な
い
）
。
最

近
の
拙
槁
で
、
私
は
、
従
来
経
量
部
説
と
考
え
ら
れ
て
き
た
「
色
心
互

重
」
説
が
、
実
は
弓
玲
伽
論
』
形
成
の
途
中
で
、
ア
ー
ラ
ャ
識
説
の
導

入
以
前
に
一
時
期
唱
道
さ
れ
た
玲
伽
行
派
の
説
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
卑
見
を
提
示
し
た
（
弓
玲
伽
師
地
論
』
に
お
け
る
善
悪
因
果
説
の

一
側
面
ｌ
い
わ
ゆ
る
「
色
心
互
重
」
説
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
『
日
本

仏
教
学
会
年
報
』
六
五
、
二
○
○
○
、
一
四
二
頁
）
。
「
倶
舎
論
』
中
の
事

例
に
つ
い
て
見
る
限
り
、
「
色
心
互
惠
説
」
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
も
、

『
琉
伽
論
』
形
成
の
比
較
的
後
期
に
ア
ー
ラ
ャ
識
説
を
前
提
と
す
る
こ
と

な
く
提
起
さ
れ
た
一
連
の
学
説
が
、
後
に
「
経
量
部
」
説
と
見
な
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
が
強
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
「
成
業
論
』
で
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
説
が
「
経

量
部
」
説
と
し
て
言
及
さ
れ
る
と
い
う
事
実
を
も
看
過
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
「
成
業
論
」
で
は
、
世
親
の
い
う
「
経
量
部
」
説
は
ア
ー
ラ
ャ
識

説
を
も
包
含
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
（
一

七
六
頁
）
と
原
田
氏
（
前
掲
弓
唯
識
二
十
論
』
ノ
ー
ト
仰
」
二
四
頁
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
論
拠
に
基
づ
い
て
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
説
が
『
倶
舎

論
』
執
筆
段
階
で
既
に
肚
親
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る

が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
私
に
は
思
わ

れ
、
現
段
階
で
は
判
断
を
留
保
し
た
い
。
し
か
し
、
『
成
業
論
』
段
階
で

ア
ー
ラ
ャ
識
説
が
世
親
の
い
う
「
経
量
部
」
の
枠
中
に
入
っ
て
い
た
こ
と

に
は
議
論
の
余
地
が
な
い
。
遅
く
と
も
「
成
業
論
』
執
筆
段
階
ま
で
に
、

世
親
の
視
野
が
「
玲
伽
論
』
の
非
ア
ー
ラ
ャ
識
的
部
分
と
い
う
限
定
を
越

え
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る
。
（
さ
ら
に
は
、
世
親
に
先
行
す
る

と
さ
れ
る
大
徳
ラ
ー
マ
が
、
既
に
『
解
深
密
経
』
や
『
摂
大
乗
論
』
の
影

響
下
に
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
福
田
琢
氏
の
指
摘
〔
「
経
量
部
の
大
徳

ラ
ー
マ
」
「
仏
教
史
学
研
究
』
四
一
Ｈ
、
一
九
九
八
、
二
七
’
二
八
頁
〕

も
、
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
）
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
合
わ
せ
る
と
き
、
単
に
世
親
の
「
経
量
部
」

説
が
『
玲
伽
論
』
の
中
に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は
不
充
分
で
、
世
親

の
ど
の
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
「
経
量
部
」
説
が
、
『
玲
伽
論
』
の
ど
の
箇

所
に
対
応
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
意
識
し
て
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
、
今
後
さ
ら
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
問
題

は
特
に
『
玲
伽
論
』
側
に
つ
い
て
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
世
親
の
思

想
の
経
時
的
変
遷
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
研
究
者
が
注
意
を
向
け
て
き
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
著
者
ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
が
こ
の
分
野
に
お
い
て
学
界
を

リ
ー
ド
す
る
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
、
長
い
年
月
を
か
け
て
纏
め
上
げ
ら
れ
た
労
作
に
対
し
て
妄
言
を
弄

し
た
非
礼
を
、
氏
に
は
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。
氏
は
本
書
で
の

成
果
を
ふ
ま
え
、
現
在
『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
「
経
量
部
」
説
の
全
て
を

「
玲
伽
論
」
の
所
説
と
詳
細
に
比
較
す
る
包
括
的
研
究
に
従
事
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
成
果
が
一
日
も
早
く
公
刊
さ
れ
る
こ
と
を
、
強

い
期
待
の
念
を
持
っ
て
待
ち
た
い
と
思
う
。

た
の
に
対
し
て
、
「
玲
伽
論
」
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
不
明
な

点
が
あ
ま
り
に
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。
「
経
量
部
」
研
究
を
『
琉
伽
論
』

成
立
史
の
研
究
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
、
「
琉
伽
論
』
中
の
「
経
量
部
」
的
学

説
が
『
玲
伽
論
』
形
成
過
程
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
て
い
た
の

か
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
に
残
さ
れ
た
一
つ
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ク
リ
ッ
ッ
ァ
氏
の
よ
う
な
研
究
者
の
寄
与

が
切
に
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
ヨ
ご
］
の
ロ
の
Ｈ
の
庁
巨
」
』
の
］
】
圃
巨
『

盲
目
（
庁
》
国
の
浄
心
余
ご
舅
①
目

ず
匡
旦
ユ
｝
目
黒
厨
（
〉
唇
①
の
言
戸
旦
冒
の
ロ
》

／

い
い
司
も
四
曲
の
い
」

目
一
ヶ
①
行
○
畠
○
ｍ
』
の

Ｐ
号
巴
房
穴
扇
厨

口
己
ぐ
①
吊
昌
鷲

一
昌
匡
画
一
』
Ｑ
匡
宮
留
日
届
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｛
口
Ｎ
ｐ
ロ
①
ｐ
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Ｏ
壷
の
匡
国
Ｑ
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く
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①
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》
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